新たな富山県民福祉基本計画の策定スケジュールについて

	◎策定スケジュールを次のとおり変更する。

　・新たな総合計画の策定に合わせ、平成29年度中に策定する。
　　（新総合計画の検討状況を勘案し、策定作業を進める。）

理由：知事から、平成30年度を起点とする新たな総合計画の策定が表明

されたことから、新総合計画との整合を図る必要があるため
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　現在の総合計画「新・元気とやま創造計画」は、平成24年４月に策定し、これに沿って、元気とやまづくりを進めてまいりました。その後、平成27年10月に、地方創生戦略の関係で「とやま未来創生戦略」を策定し、また、今年（平成28年）９月には、20年後、30年後の富山県の姿を構想して、どう施策展開するかということで、「富山県経済・文化長期ビジョン」を策定しました。


こうしたことを踏まえ、「新・元気とやま創造計画」を見ますと、４年半余りが経過しましたので、その間にさまざまな世界情勢の変化があり、国内の重要課題も大分変わって、地方創生が重要テーマになってきております。


それから、新幹線が昨年３月に開業し、開業前の３倍近い乗車人員になっております。この新幹線開業効果と地方創生戦略の２つを追い風にして、とやま新時代にふさわしい県づくりを進めるということで、「新・元気とやま創造計画」の見直しをするものです。


その際には、とやま未来創生戦略は５年間の計画ですし、一方、経済・文化長期ビジョンは、20年後、30年後を視野に入れた中長期ビジョンということですから、そうしたものも活かして、ローリングシステムで新たな10年計画を策定したいということです。�　計画策定の進め方としては、総合計画審議会での検討をスタートさせ、来年中に答申をいただいて、平成30年度の当初予算に可能な限り反映させる。それで、29年度中、再来年（平成30年）の２月、３月ぐらいまでには新しい計画を策定する。その際、オープンでわかりやすい県政ということで、県民の皆さんのご意見やご要望も活かすような形で、県民の知恵と力を結集して進めていきたいと思っております。








